
20220114-2【感染症情報】フィリピンにおける新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の

対応について（その 94：フィリピン渡航者の検査・検疫規則の再変更及び「グリーン」・「レ

ッド」・「イエロー」国／地域の変更）（2022 年 1 月 13 日発表） 

 

【ポイント】 

●1 月 13 日、フィリピン政府は、フィリピンに入国する渡航者の検査・検疫規則を再変更

することを発表しました。 

●2022 年 2 月 16 日以降については、すべての外国人のフィリピンへの入国には、完全な

ワクチン接種の証明が必要になります。 

●また、１月 16 日から１月 31 日までの「グリーン」・「イエロー」・「レッド」国／地域を

変更することを発表しました。 

 なお、日本は「イエロー」国から「グリーン」国に変更されました。 

 

【本文】 

1 1 月 13 日、フィリピン政府は新たに IATF 決議 157 号を発出し、フィリピンに入国する

渡航者の検査・検疫規則を以下のとおり再変更することを発表しました。 

 

（１）「グリーン」国／地域からフィリピンに入国する渡航者の検査・検疫規則 

ア 完全にワクチン接種した国際線渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に受けた

PCR 検査の陰性証明書を提出できれば、到着後、検疫所指定の施設における隔離は必要と

しないが、到着日を初日として、７日目まで症状をセルフ・モニタリング（自己の健康状態

及び症状をモニターし管理すること）する必要がある。 

 

イ ワクチン接種を受けていない、部分的にワクチン接種を受けた、またはワクチン接種状

況の有効性、信憑性が検証・確認できない渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に

受けた PCR 検査の陰性証明書を提出の上、さらに、到着日から 5 日目に行われる PCR 検

査の陰性結果を受けるまで検疫所指定の施設における検疫隔離を受ける必要がある。５日

目の PCR 検査で陰性であればその後、到着日を初日として、14 日目までセルフ・モニタリ

ングすることが求められる。 

 

（２）「イエロー」国／地域からフィリピンに入国する渡航者の検査・検疫規則 

ア 完全にワクチン接種した渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に受けた PCR

検査の陰性証明書を提出の上、到着後、到着日から 5 日目に行われる PCR 検査の陰性結果

を受けるまで検疫所指定の施設における検疫隔離を受ける必要がある。同検査の結果が陰

性の場合でも到着日を初日として、７日目まで自宅検疫隔離をする。 

 



イ ワクチン接種を受けていない、部分的にワクチン接種を受けた、またはワクチン接種状

況の有効性、信憑性が検証・確認できない渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に

受けた PCR 検査の陰性証明書を提出の上、到着後、到着日から７日目に行われる PCR 検

査の陰性結果を受けるまで検疫所指定の施設における検疫隔離を受ける必要がある。同検

査の結果が陰性の場合でも到着日を初日として、14 日目まで自宅検疫隔離をする。 

 

（３）「レッド」国／地域からフィリピンに入国する渡航者の検査・検疫規則 

ア フィリピン入国前 14 日以内に「レッド」国/地域からの入国または「レッド」国/地域

に行ったことがあるすべての国際線渡航者の到着も許可される。 

 

イ 完全にワクチン接種した渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に受けた PCR

検査の陰性証明書を提出の上、到着後、到着日から７日目に行われる PCR 検査の陰性結果

を受けるまで検疫所指定の施設における検疫隔離を受ける必要がある。同検査の結果が陰

性の場合でも到着日を初日として、14 日目まで自宅検疫隔離をする。 

 

ウ ワクチン接種を受けていない、部分的にワクチン接種を受けた、またはワクチン接種状

況の有効性、信憑性が検証・確認できない渡航者は、出発国を出発する前の 48 時間以内に

受けた PCR 検査の陰性証明書を提出の上、到着後、到着日から７日目に行われる PCR 検

査の結果が陰性であるかどうかに関係なく、検疫所指定の施設における 10 日間の検疫隔離

が完了した場合にのみ同施設を退所でき、到着日を初日として、14 日目まで自宅検疫隔離

をする。 

 

（４） 出発 72 時間前に受けた PCR 検査は、2022 年 1 月 19 日の午前０時１分まで有効

とみなされるものとする。 

 

（５） 上記の影響を受けない IATF 決議 No.154-C（S2021）の他のすべての規定は、引き

続き有効となる。 

 

（６）入国を許可された外国人は、以下の追加規定に従うものとする。 

2022 年 2 月 16 日以降については、すべての外国人の入国には、完全なワクチン接種の

証明が必要となる。 

 

【関連情報】 

新興感染症に関する省庁間タスクフォース（IATF）（決議第 157 号：フィリピン渡航者の検

査・検疫規則の変更） 

https://www.officialgazette.gov.ph/downloads/2022/01jan/20220113-IATF-157-

https://www.officialgazette.gov.ph/downloads/2022/01jan/20220113-IATF-157-RRD.pdf


RRD.pdf 

 

２ また、１月 13 日、フィリピン政府は、１月 16 日から１月 31 日までの「グリーン」・

「イエロー」・「レッド」国／地域を変更することを発表しました。国／地域の詳細は以下の

発表にてご確認ください。 

 これにより、日本は「イエロー」国から「グリーン」国に変更されます。 

 

●新興感染症に関する省庁間タスクフォース（IATF）（決議第 157-B 号：「グリーン」・「レ

ッド」・「イエロー」国／地域の変更） 

https://www.officialgazette.gov.ph/downloads/2021/09sept/20220113-IATF-157B-

RRD.pdf 

 

３ 在留邦人及び短期渡航者の皆様におかれては、感染予防に万全を期すとともに、コミュ

ニティ隔離措置、感染状況、医療事情、航空便、入国に係る規制（検査・検疫措置を含む。）

等に関する最新情報に引き続き注意してください。 

  

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

【以下、新型コロナウイルス関連情報】 

●在フィリピン日本国大使館ホームページ（フィリピン国政府の発表・関連情報等（フィリ

ピンへの入国を予定の方へ） 

https://www.ph.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00309.html  

  

・・・・・・・・・・・・・・・ 

※この情報は、在留届、及び「たびレジ（本登録）」に登録されたメールアドレスに自動

的に配信されております。本メールを受信していない場合は、在留届にメールアドレスの

登録をなさるか、「たびレジ（本登録）」登録をお願いします。 

 在留届・たびレジ登録：https://www.ezairyu.mofa.go.jp/ORRnet/  

 

（問い合わせ窓口） 

○在セブ日本国総領事館 

 住所：8th Floor, 2Quad Building, Cardinal Rosales Avenue, Cebu Business Park, Cebu 

City, Philippines  

 電話：（市外局番 032）231-7321  

 FAX：（市外局番 032）231-6843 

 ホームページ： https://www.cebu.ph.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html 
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